
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】電気や燃料などを用いることなく、駆動できる

回転駆動装置を得る。

【解決手段】回転体２に周方向に等間隔に配置された支

持体３Ａ，３Ｂ，３Ｃには、先端に第１錘４Ａ，４Ｂ，

４Ｃを固定した第１アーム５Ａ，５Ｂ，５Ｃと第２錘６

Ａ，６Ｂ，６Ｃを固定した第２アーム７Ａ，７Ｂ，７Ｃ

を回転自在に軸着し、正回転時に回転体２の遠心方向に

移動し逆回転時に回転体の求心方向に移動するように設

定し、支持体３Ａ，３Ｂ，３Ｃに軸着された前記第１ア

ームの後端と、該支持体の回転方向側に隣接する他の支

持体３Ａ，３Ｂ，３Ｃに軸着された第２アームの後端を

リンク９Ａ，９Ｂ，９Ｃを介して接続し、第１錘及び第

２錘の重量とてこ作用によりリンクを介して第１アーム

と第２アームを正逆回転可能とし、垂直線を境界として

、全体の第１錘及び第２錘の重量が、常に、垂直線から

回転体の回転方向片側＞回転体の反回転方向片側、とな

るようにした。

【選択図】図１

JP 2006-125270 A 2006.5.18



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 平 に 配 置 さ れ た 回 転 軸 に 、 回 転 体 が 前 記 回 転 軸 と 直 交 す る 向 き に 固 定 さ れ て お り 、 前
記 回 転 体 に は 、 回 転 軸 を 中 心 に 周 方 向 に 等 間 隔 に 配 置 さ れ て 求 遠 心 方 向 に 伸 び た 少 な く と
も ３ 個 以 上 の 支 持 体 が 備 え ら れ 、 各 支 持 体 に は 、 先 端 に 第 １ 錘 を 固 定 し た 第 １ ア ー ム と 第
２ 錘 を 固 定 し た 第 ２ ア ー ム が そ れ ぞ れ 回 転 体 と 平 行 す る 向 き で 且 つ 回 転 体 の 回 転 方 向 に 対
し 正 逆 方 向 に 回 転 自 在 に 軸 着 さ れ 、 正 回 転 時 に 回 転 体 の 遠 心 方 向 に 移 動 し 逆 回 転 時 に 回 転
体 の 求 心 方 向 に 移 動 す る よ う に 設 定 さ れ て お り 、 各 支 持 体 に 軸 着 さ れ た 前 記 第 １ ア ー ム の
後 端 と 、 該 支 持 体 の 回 転 方 向 側 に 隣 接 す る 他 の 支 持 体 に 軸 着 さ れ た 前 記 第 ２ ア ー ム の 後 端
が そ れ ぞ れ リ ン ク を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ 錘 及 び 第 ２ 錘 の 重 量 と て こ 作 用 に よ り リ ン
ク を 介 し て 前 記 第 １ ア ー ム と 第 ２ ア ー ム が 正 逆 回 転 可 能 と な っ て お り 、 更 に 、 各 支 持 体 に
は 、 正 逆 回 転 す る 前 記 第 １ ア ー ム と 第 ２ ア ー ム の 回 転 範 囲 を 規 制 す る ス ト ッ パ が 備 え ら れ
、 前 記 第 １ 錘 及 び 第 ２ 錘 の 重 量 と て こ 作 用 に よ り リ ン ク を 介 し て 正 逆 回 転 す る 前 記 第 １ ア
ー ム と 第 ２ ア ー ム の 回 転 に よ り 前 記 第 １ 錘 及 び 第 ２ 錘 が ス ト ッ パ で 規 制 さ れ た 範 囲 内 で 求
遠 心 方 向 に 移 動 し 、 垂 直 線 を 境 界 と し て 、 全 体 の 第 １ 錘 及 び 第 ２ 錘 の 重 量 が 、 常 に 、 垂 直
線 か ら 回 転 体 の 回 転 方 向 片 側 ＞ 回 転 体 の 反 回 転 方 向 片 側 、 と な る よ う に 設 定 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 回 転 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 各 リ ン ク に は 、 そ の 途 中 に 第 ３ 錘 を 固 定 し た 第 ３ ア ー ム が 節 の １ つ と し て 接 続 さ れ
、 前 記 第 １ 錘 、 第 ２ 錘 及 び 第 ３ 錘 の 重 量 と て こ 作 用 に よ り リ ン ク を 介 し て 各 錘 が 求 遠 心 方
向 に 移 動 し 、 垂 直 線 上 、 全 体 の 第 １ 錘 、 第 ２ 錘 及 び 第 ３ 錘 の 重 量 が 、 常 に 、 垂 直 線 か ら 回
転 体 の 回 転 方 向 片 側 ＞ 回 転 体 の 反 回 転 方 向 片 側 、 と な る よ う に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 回 転 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 回 転 体 は 回 転 軸 に 複 数 固 定 さ れ て お り 、 こ の 回 転 軸 に 固 定 さ れ た 複 数 の 回 転 体 に 備
え ら れ た 支 持 体 が 、 全 体 と し て 周 方 向 に 等 間 隔 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又
は ２ に 記 載 の 回 転 駆 動 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 気 や 燃 料 な ど を 用 い ず に 回 転 力 を 得 る 回 転 駆 動 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 様 々 な 機 器 に お い て 、 電 気 エ ネ ル ギ ー や 熱 エ ネ ル ギ ー な ど を 用 い て 回 転 力 を
得 る 回 転 駆 動 装 置 が 用 い ら れ て い る 。 こ の よ う な 回 転 駆 動 装 置 と し て は 、 例 え ば 、 特 許 文
献 １ に 開 示 さ れ て い る よ う な モ ー タ を 用 い た 回 転 駆 動 装 置 や 、 内 燃 機 関 を 用 い た 回 転 駆 動
装 置 な ど が 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ９ ４ ０ ８ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 例 と し て 挙 げ た モ ー タ や 内 燃 機 関 を 用 い た 回 転 駆 動 装 置 は 、 様
々 な 機 器 に お い て 広 く 用 い ら れ て い る も の の 、 電 源 や 燃 料 が 必 要 で あ り 、 こ れ ら 電 源 や 燃
料 が 無 い 、 あ る い は 使 用 す る こ と が で き な い よ う な 場 合 に は 、 駆 動 さ せ る こ と が で き な い
。 ま た 、 近 年 、 大 気 中 の Ｃ Ｏ ２ 増 加 に 伴 う 地 球 温 暖 化 な ど の 環 境 問 題 や 、 省 エ ネ の 推 進 な
ど が 叫 ば れ て お り 、 ク リ ー ン エ ネ ル ギ ー の 利 用 に 注 目 が 集 ま っ て い る 。 こ の よ う な こ と か
ら 、 電 気 や 燃 料 な ど を 用 い ず 、 し か も 効 率 良 く 長 期 間 に 渡 っ て 回 転 力 を 得 る こ と が で き る
回 転 駆 動 装 置 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 電 気 や 燃 料 な ど を 駆 動 源 と し て 用 い る こ と な く 、 な お か つ 効 率 良 く 長
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期 間 に 渡 っ て 駆 動 さ せ る こ と が で き る 回 転 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め の 手 段 を 説 明 す る と 、 次 の 通 り で あ る 。   
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 の 回 転 駆 動 装 置 は 、 水 平 に 配 置 さ れ た 回 転 軸 に 、 回 転 体 が 前 記 回
転 軸 と 直 交 す る 向 き に 固 定 さ れ て お り 、 前 記 回 転 体 に は 、 回 転 軸 を 中 心 に 周 方 向 に 等 間 隔
に 配 置 さ れ て 求 遠 心 方 向 に 伸 び た 少 な く と も ３ 個 以 上 の 支 持 体 が 備 え ら れ 、 各 支 持 体 に は
、 先 端 に 第 １ 錘 を 固 定 し た 第 １ ア ー ム と 第 ２ 錘 を 固 定 し た 第 ２ ア ー ム が そ れ ぞ れ 回 転 体 と
平 行 す る 向 き で 且 つ 回 転 体 の 回 転 方 向 に 対 し 正 逆 方 向 に 回 転 自 在 に 軸 着 さ れ 、 正 回 転 時 に
回 転 体 の 遠 心 方 向 に 移 動 し 逆 回 転 時 に 回 転 体 の 求 心 方 向 に 移 動 す る よ う に 設 定 さ れ て お り
、 各 支 持 体 に 軸 着 さ れ た 前 記 第 １ ア ー ム の 後 端 と 、 該 支 持 体 の 回 転 方 向 側 に 隣 接 す る 他 の
支 持 体 に 軸 着 さ れ た 前 記 第 ２ ア ー ム の 後 端 が そ れ ぞ れ リ ン ク を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 第 １
錘 及 び 第 ２ 錘 の 重 量 と て こ 作 用 に よ り リ ン ク を 介 し て 前 記 第 １ ア ー ム と 第 ２ ア ー ム が 正 逆
回 転 可 能 と な っ て お り 、 更 に 、 各 支 持 体 に は 、 正 逆 回 転 す る 前 記 第 １ ア ー ム と 第 ２ ア ー ム
の 回 転 範 囲 を 規 制 す る ス ト ッ パ が 備 え ら れ 、 前 記 第 １ 錘 及 び 第 ２ 錘 の 重 量 と て こ 作 用 に よ
り リ ン ク を 介 し て 正 逆 回 転 す る 前 記 第 １ ア ー ム と 第 ２ ア ー ム の 回 転 に よ り 前 記 第 １ 錘 及 び
第 ２ 錘 が ス ト ッ パ で 規 制 さ れ た 範 囲 内 で 求 遠 心 方 向 に 移 動 し 、 垂 直 線 を 境 界 と し て 、 全 体
の 第 １ 錘 及 び 第 ２ 錘 の 重 量 が 、 常 に 、 垂 直 線 か ら 回 転 体 の 回 転 方 向 片 側 ＞ 回 転 体 の 反 回 転
方 向 片 側 、 と な る よ う に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 の 回 転 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 、 前 記 各 リ ン ク に は 、 そ の
途 中 に 第 ３ 錘 を 固 定 し た 第 ３ ア ー ム が 節 の １ つ と し て 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ 錘 、 第 ２ 錘 及 び
第 ３ 錘 の 重 量 と て こ 作 用 に よ り リ ン ク を 介 し て 各 錘 が 求 遠 心 方 向 に 移 動 し 、 垂 直 線 上 、 全
体 の 第 １ 錘 、 第 ２ 錘 及 び 第 ３ 錘 の 重 量 が 、 常 に 、 垂 直 線 か ら 回 転 体 の 回 転 方 向 片 側 ＞ 回 転
体 の 反 回 転 方 向 片 側 、 と な る よ う に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 の 回 転 駆 動 装 置 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 、 前 記 回 転 体 は 回 転
軸 に 複 数 固 定 さ れ て お り 、 こ の 回 転 軸 に 固 定 さ れ た 複 数 の 回 転 体 に 備 え ら れ た 支 持 体 が 、
全 体 と し て 周 方 向 に 等 間 隔 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 回 転 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 水 平 に 配 置 さ れ た 回 転 軸 に 、 回 転 体 が 前 記 回
転 軸 と 直 交 す る 向 き に 固 定 さ れ て お り 、 前 記 回 転 体 に は 、 回 転 軸 を 中 心 に 周 方 向 に 等 間 隔
に 配 置 さ れ て 求 遠 心 方 向 に 伸 び た 少 な く と も ３ 個 以 上 の 支 持 体 が 備 え ら れ 、 各 支 持 体 に は
、 先 端 に 第 １ 錘 を 固 定 し た 第 １ ア ー ム と 第 ２ 錘 を 固 定 し た 第 ２ ア ー ム が そ れ ぞ れ 回 転 体 と
平 行 す る 向 き で 且 つ 回 転 体 の 回 転 方 向 に 対 し 正 逆 方 向 に 回 転 自 在 に 軸 着 さ れ 、 正 回 転 時 に
回 転 体 の 遠 心 方 向 に 移 動 し 逆 回 転 時 に 回 転 体 の 求 心 方 向 に 移 動 す る よ う に 設 定 さ れ て お り
、 各 支 持 体 に 軸 着 さ れ た 前 記 第 １ ア ー ム の 後 端 と 、 該 支 持 体 の 回 転 方 向 側 に 隣 接 す る 他 の
支 持 体 に 軸 着 さ れ た 前 記 第 ２ ア ー ム の 後 端 が そ れ ぞ れ リ ン ク を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 第 １
錘 及 び 第 ２ 錘 の 重 量 と て こ 作 用 に よ り リ ン ク を 介 し て 前 記 第 １ ア ー ム と 第 ２ ア ー ム が 正 逆
回 転 可 能 と な っ て お り 、 更 に 、 各 支 持 体 に は 、 正 逆 回 転 す る 前 記 第 １ ア ー ム と 第 ２ ア ー ム
の 回 転 範 囲 を 規 制 す る ス ト ッ パ が 備 え ら れ 、 前 記 第 １ 錘 及 び 第 ２ 錘 の 重 量 と て こ 作 用 に よ
り リ ン ク を 介 し て 正 逆 回 転 す る 前 記 第 １ ア ー ム と 第 ２ ア ー ム の 回 転 に よ り 前 記 第 １ 錘 及 び
第 ２ 錘 が ス ト ッ パ で 規 制 さ れ た 範 囲 内 で 求 遠 心 方 向 に 移 動 し 、 垂 直 線 を 境 界 と し て 、 全 体
の 第 １ 錘 及 び 第 ２ 錘 の 重 量 が 、 常 に 、 垂 直 線 か ら 回 転 体 の 回 転 方 向 片 側 ＞ 回 転 体 の 反 回 転
方 向 片 側 、 と な る よ う に 設 定 さ れ て い る の で 、 回 転 体 の 垂 直 線 を 境 界 と し て 回 転 体 の 回 転
方 向 片 側 で は 、 常 に 下 方 向 に 回 転 モ ー メ ン ト が 発 生 し て 回 転 体 に 回 転 が 与 え ら れ る こ と か
ら 、 回 転 体 は 自 動 的 に 回 転 を 始 め 、 或 い は 軽 い 力 で 回 転 方 向 に 付 勢 す る こ と に よ り 回 転 体
は 容 易 に 回 転 を 始 め 、 そ し て 動 力 を 必 要 と す る こ と な く 長 時 間 に 渡 っ て 回 転 を 続 け る こ と
が で き る 。 そ し て 、 こ の 回 転 体 の 回 転 に よ り 回 転 す る 回 転 軸 の 回 転 力 を 、 各 種 の 被 駆 動 装
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置 を 駆 動 す る 駆 動 源 と し て 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 回 転 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 １ に 記 載 の 回 転 駆 動 装 置 の 、 前 記 各 リ
ン ク に は 、 そ の 途 中 に 第 ３ 錘 を 固 定 し た 第 ３ ア ー ム が 節 の １ つ と し て 接 続 さ れ 、 前 記 第 １
錘 、 第 ２ 錘 及 び 第 ３ 錘 の 重 量 と て こ 作 用 に よ り リ ン ク を 介 し て 各 錘 が 求 遠 心 方 向 に 移 動 し
、 垂 直 線 上 、 全 体 の 第 １ 錘 、 第 ２ 錘 及 び 第 ３ 錘 の 重 量 が 、 常 に 、 垂 直 線 か ら 回 転 体 の 回 転
方 向 片 側 ＞ 回 転 体 の 反 回 転 方 向 片 側 、 と な る よ う に 設 定 さ れ て い る の で 、 垂 直 線 の 反 回 転
方 向 片 側 か ら 回 転 方 向 片 側 へ の 第 １ 錘 、 第 ２ 錘 及 び 第 ３ 錘 の 移 動 が 円 滑 に 行 わ れ る も の と
な り 、 こ れ に よ り 回 転 体 の 回 転 を 一 層 容 易 に 且 つ 確 実 に す る と 共 に 、 一 層 長 時 間 に 渡 っ て
回 転 を 続 け る こ と が で き る も の と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 回 転 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 回 転 駆 動 装 置 の 、 前
記 回 転 体 は 回 転 軸 に 複 数 固 定 さ れ て お り 、 こ の 回 転 軸 に 固 定 さ れ た 複 数 の 回 転 体 に 備 え ら
れ た 支 持 体 が 、 全 体 と し て 周 方 向 に 等 間 隔 と な っ て い る の で 、 第 １ 錘 、 第 ２ 錘 及 び 第 ３ 錘
の 垂 直 線 の 反 回 転 方 向 片 側 か ら 回 転 方 向 片 側 へ の 移 動 が 一 層 円 滑 に 行 わ れ る も の と な り 、
こ れ に よ り 回 転 体 の 回 転 を よ り 一 層 容 易 に 且 つ 確 実 に す る と 共 に 、 よ り 一 層 長 時 間 に 渡 っ
て 回 転 を 続 け る こ と が で き る も の と な り 、 更 に 、 回 転 軸 の 回 転 に 、 よ り 大 き な ト ル ク を 得
る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 回 転 駆 動 装 置 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 の 一 例 を 説 明 す る 。   
　 図 １ は 本 例 の 回 転 駆 動 装 置 の 正 面 図 、 図 ２ 乃 至 図 ６ は 本 例 の 回 転 駆 動 装 置 で 用 い て い る
回 転 体 の 回 転 と 、 回 転 体 の 回 転 を 誘 導 す る 錘 の 求 遠 心 方 向 へ の 移 動 の 変 化 を 示 す 説 明 図 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 例 の 回 転 駆 動 装 置 は 、 架 台 （ 図 示 せ ず ） に 水 平 に 配 置 さ れ 回 転 自 在 に 支 持 さ れ た 回 転
軸 １ に 、 回 転 体 ２ が 前 記 回 転 軸 １ と 直 交 す る 向 き に 固 定 さ れ て お り 、 回 転 体 ２ と 回 転 軸 １
が 一 体 と な っ て 回 転 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 回 転 体 ２ に は 、 回 転 軸 １ を 中 心 に 周 方 向 に 等 間 隔 に 配 置 さ れ て 求 遠 心 方 向 に 伸 び た
同 形 の 棒 状 の 支 持 体 ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ が 備 え ら れ て い る 。 各 支 持 体 ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ に は
、 そ れ ぞ れ 先 端 に 第 １ 錘 ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ を 固 定 し た 同 形 の 第 １ ア ー ム ５ Ａ ， ５ Ｂ ， ５ Ｃ
と 第 ２ 錘 ６ Ａ ， ６ Ｂ ， ６ Ｃ を 固 定 し た 第 ２ ア ー ム ７ Ａ ， ７ Ｂ ， ７ Ｃ が そ れ ぞ れ 前 記 回 転 体
２ の 向 き と 平 行 す る 向 き で 且 つ 回 転 体 ２ の 回 転 方 向 に 対 し 正 逆 方 向 に 回 転 自 在 に 軸 着 さ れ
、 正 回 転 時 に 回 転 体 ２ の 遠 心 方 向 に 移 動 し 逆 回 転 時 に 回 転 体 ２ の 求 心 方 向 に 移 動 す る よ う
に 設 定 さ れ て い る 。 そ し て 前 記 第 １ ア ー ム ５ Ａ ， ５ Ｂ ， ５ Ｃ と 第 ２ ア ー ム ７ Ａ ， ７ Ｂ ， ７
Ｃ の 回 転 範 囲 、 即 ち 求 遠 心 方 向 へ の 移 動 範 囲 は 、 支 持 体 ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ に そ れ ぞ れ 設 け
た ス ト ッ パ １ １ Ａ ， １ １ Ｂ ， １ １ Ｃ 及 び ス ト ッ パ １ ２ Ａ ， １ ２ Ｂ ， １ ２ Ｃ に よ り 規 制 さ れ
て い る 。 前 記 第 １ 錘 ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ 、 第 １ ア ー ム ５ Ａ ， ５ Ｂ ， ５ Ｃ 、 第 ２ 錘 ６ Ａ ， ６ Ｂ
， ６ Ｃ 、 第 ２ ア ー ム ７ Ａ ， ７ Ｂ ， ７ Ｃ に あ っ て は 、 い ず れ も 同 形 且 つ 同 重 量 と な っ て い る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 第 １ 錘 ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ 、 第 １ ア ー ム ５ Ａ ， ５ Ｂ ， ５ Ｃ 、 第 ２ 錘 ６ Ａ ， ６ Ｂ ， ６ Ｃ
及 び 第 ２ ア ー ム ７ Ａ ， ７ Ｂ ， ７ Ｃ に つ い て 、 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 支 持 体 ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ に は 、 反 回 転 方 向 側 に 突 出 す る 支 持 枝 部 ６ ａ と 回 転 方 向 側
に 突 出 す る 支 持 枝 部 ６ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 前 記 支 持 枝 部 ６ ａ に は 前 記 第 １ ア ー ム ５ Ａ ，
５ Ｂ ， ５ Ｃ が 軸 ８ に よ り 回 転 自 在 に 軸 着 さ れ 、 支 持 枝 部 ６ ｂ に は 第 ２ ア ー ム ７ Ａ ， ７ Ｂ ，
７ Ｃ が 軸 ８ に よ り 回 転 自 在 に 軸 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 前 記 第 １ ア ー ム ５ Ａ ， ５ Ｂ ， ５ Ｃ と 第 ２ ア ー ム ７ Ａ ， ７ Ｂ ， ７ Ｃ は 、 回 転 時 に 互 い に 干
渉 し な い よ う に 、 第 １ ア ー ム ５ Ａ ， ５ Ｂ ， ５ Ｃ が 支 持 体 ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ の 裏 側 に 配 置 さ
れ 、 第 ２ ア ー ム ７ Ａ ， ７ Ｂ ， ７ Ｃ が 支 持 体 ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ の 表 側 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 第 １ ア ー ム ５ Ａ ， ５ Ｂ ， ５ Ｃ は 、 第 １ 錘 ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ を 固 定 し た 先 端 が 回 転 体
２ の 回 転 方 向 に 曲 が っ た Ｌ 字 状 と な っ て お り 、 第 １ ア ー ム ５ Ａ ， ５ Ｂ ， ５ Ｃ が 回 転 し て 最
大 正 回 転 位 置 に 移 動 し た と き 、 遠 心 方 向 に 移 動 し た 前 記 第 １ 錘 ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ が 支 持 体
３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ の 回 転 方 向 側 に 位 置 し 、 第 １ ア ー ム ５ Ａ ， ５ Ｂ ， ５ Ｃ が 回 転 し て 最 大 逆
回 転 位 置 に 移 動 し た と き 、 求 心 方 向 に 移 動 し た 前 記 第 １ 錘 ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ が 支 持 体 ３ Ａ
， ３ Ｂ ， ３ Ｃ の 反 回 転 方 向 側 に 位 置 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 前 記 第 ２ ア ー ム ７ Ａ ， ７ Ｂ ， ７ Ｃ は 、 第 ２ 錘 ６ Ａ ， ６ Ｂ ， ６ Ｃ を 固 定 し た 先 端 が
回 転 体 ２ の 回 転 方 向 に 曲 が っ た Ｌ 字 状 と な っ て お り 、 第 ２ ア ー ム ７ Ａ ， ７ Ｂ ， ７ Ｃ が 回 転
し て 最 大 正 逆 回 転 位 置 に 移 動 し た と き の 前 記 第 ２ 錘 ６ Ａ ， ６ Ｂ ， ６ Ｃ の 求 遠 心 方 向 へ の 移
動 は 、 支 持 体 ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ の 反 回 転 方 向 側 で 移 動 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 各 支 持 体 ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ に 回 転 自 在 に 軸 着 さ れ た 前 記 第 １ ア ー ム ５ Ａ ， ５ Ｂ ， ５ Ｃ と
第 ２ ア ー ム ７ Ａ ， ７ Ｂ ， ７ Ｃ に あ っ て は 、 各 支 持 体 ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ に 軸 着 さ れ た 第 １ ア
ー ム ５ Ａ ， ５ Ｂ ， ５ Ｃ の 後 端 と 、 該 支 持 体 ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ の 回 転 方 向 側 に 隣 接 す る 他 の
支 持 体 ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ に 軸 着 さ れ た 第 ２ ア ー ム ７ Ａ ， ７ Ｂ ， ７ Ｃ の 後 端 が そ れ ぞ れ 同 形
且 つ 同 重 量 で 前 記 回 転 体 ２ の 向 き と 平 行 す る 向 き で 回 転 自 在 に 軸 着 さ れ た 複 数 の 節 に よ り
構 成 さ れ る リ ン ク ９ Ａ ， ９ Ｂ ， ９ Ｃ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 前 記 第 １ 錘 ４ Ａ ，
４ Ｂ ， ４ Ｃ 及 び 第 ２ 錘 ６ Ａ ， ６ Ｂ ， ６ Ｃ の 重 量 と て こ 作 用 に よ り リ ン ク ９ Ａ ， ９ Ｂ ， ９ Ｃ
を 介 し て 前 記 第 １ ア ー ム ５ Ａ ， ５ Ｂ ， ５ Ｃ と 第 ２ ア ー ム ７ Ａ ， ７ Ｂ ， ７ Ｃ が 、 前 記 の 正 逆
回 転 を 行 う こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 リ ン ク ９ Ａ ， ９ Ｂ ， ９ Ｃ に は 、 そ れ ぞ れ リ ン ク ９ Ａ ， ９ Ｂ ， ９ Ｃ を 構 成 す る 節 に 第
３ 錘 １ ３ Ａ ， １ ３ Ｂ ， １ ３ Ｃ が 設 け ら れ て お り 、 第 ３ 錘 １ ３ Ａ ， １ ３ Ｂ ， １ ３ Ｃ は 、 前 記
節 の 正 回 転 時 に 節 と と も に 回 転 体 ２ の 遠 心 方 向 に 移 動 し 、 逆 回 転 時 に 回 転 体 ２ の 求 心 方 向
に 移 動 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 か か る 各 支 持 体 ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ と 第 １ ア ー ム ５ Ａ ， ５ Ｂ ， ５ Ｃ と 第 ２ ア ー ム ７ Ａ ， ７
Ｂ ， ７ Ｃ と リ ン ク ９ Ａ ， ９ Ｂ ， ９ Ｃ の 詳 細 に つ い て 、 支 持 体 ３ Ａ に 軸 着 さ れ た 第 １ ア ー ム
５ Ａ の 後 端 と 、 該 支 持 体 ３ Ａ の 回 転 方 向 側 に 隣 接 す る 支 持 体 ３ Ｂ に 軸 着 さ れ た 第 ２ ア ー ム
７ Ｂ の 後 端 を 接 続 し て い る リ ン ク ９ Ａ を 代 表 と し て 取 り 上 げ 、 図 ２ 乃 至 図 ７ に よ り 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 リ ン ク ９ Ａ は 、 節 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ ， １ ０ ｄ ， １ ０ ｅ ， １ ０ ｆ ， １ ０ ｇ ， １ ０ ｈ
で 構 成 さ れ て お り 、 節 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ ， １ ０ ｄ ， １ ０ ｅ ， １ ０ ｆ ， １ ０ ｇ ， １ ０
ｈ は 前 記 順 で そ れ ぞ れ 軸 ８ で 回 転 自 在 に 軸 着 さ れ て い る 。 そ し て 、 節 １ ０ ａ は 第 １ ア ー ム
５ Ａ に 接 続 さ れ 、 節 １ ０ ｈ が 第 ２ ア ー ム ７ Ｂ に 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 節 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ は 支 持 体 ３ Ａ の 反 回 転 方 向 側 に 配 置 さ れ 、 節 １ ０ ｂ の 中 程 が
支 持 体 ３ Ａ に 反 回 転 方 向 側 に 突 出 し て 設 け ら れ た 支 持 枝 部 ６ ｃ に 軸 ８ に よ り 回 転 自 在 に 軸
着 さ れ て い る 。 節 １ ０ ｃ は 、 支 持 体 ３ Ａ の 反 回 転 方 向 側 か ら 回 転 方 向 側 、 即 ち 支 持 体 ３ Ｂ
の 反 回 転 方 向 側 に 跨 っ て 配 置 さ れ 、 節 １ ０ ｄ は 、 支 持 体 ３ Ｂ の 反 回 転 方 向 側 か ら 回 転 方 向
側 に 跨 っ て 配 置 さ れ て い る 。 こ の 節 １ ０ ｄ は 、 そ の 中 程 が 支 持 体 ３ Ｂ に 回 転 方 向 側 に 突 出
し て 設 け ら れ た 支 持 枝 部 ６ ｄ に 軸 ８ に よ り 回 転 自 在 に 軸 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 節 １ ０ ｅ ， １ ０ ｆ ， １ ０ ｇ は 支 持 体 ３ Ｂ の 回 転 方 向 側 に 配 置 さ れ 、 節 １ ０ ｆ は 支 持 体 ３
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Ｂ に 回 転 方 向 側 に 突 出 し て 設 け ら れ た 支 持 枝 部 ６ ｅ に 軸 ８ に よ り 回 転 自 在 に 軸 着 さ れ て い
る 。 節 １ ０ ｈ は 支 持 体 ３ Ｂ の 回 転 方 向 側 か ら 反 回 転 方 向 側 に 跨 っ て 配 置 さ れ て い る 。 そ し
て 、 節 １ ０ ｈ の 中 程 が 支 持 体 ３ Ｂ の 先 端 部 に 軸 ８ に よ り 回 転 自 在 に 軸 着 さ れ て お り 、 反 回
転 方 向 側 の 端 部 と 前 記 第 ２ ア ー ム ７ Ｂ の 後 端 と が 軸 ８ に よ り 回 転 自 在 に 軸 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 前 記 支 持 体 ３ Ａ に 軸 着 さ れ た 第 １ ア ー ム ５ Ａ と 支 持 体 ３ Ｂ に 軸 着 さ れ た 第 ２ ア
ー ム ７ Ｂ と は 、 リ ン ク ９ Ａ を 構 成 す る 節 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ ， １ ０ ｄ ， １ ０ ｅ ， １ ０
ｆ ， １ ０ ｇ ， １ ０ ｈ を 介 し て 、 第 １ ア ー ム ５ Ａ が 正 回 転 （ 遠 心 方 向 へ の 移 動 ） し た と き 第
２ ア ー ム ７ Ｂ も 正 回 転 （ 遠 心 方 向 へ の 移 動 ） し 、 第 １ ア ー ム ５ Ａ が 逆 回 転 （ 求 心 方 向 へ の
移 動 ） し た と き 第 ２ ア ー ム ７ Ｂ も 逆 回 転 （ 遠 心 方 向 へ の 移 動 ） す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 第 １ ア ー ム ５ Ａ 及 び 第 ２ ア ー ム ７ Ｂ の 回 転 範 囲 、 即 ち 求 遠 心 方 向 へ の 移 動 範 囲 は 、
支 持 体 ３ Ａ に 設 け た ス ト ッ パ １ １ Ａ ， １ ２ Ａ に よ り 規 制 さ れ て い る 。 即 ち 、 第 １ ア ー ム ５
Ａ が 回 転 し て 最 大 正 回 転 位 置 に 移 動 し た と き ス ト ッ パ １ １ Ａ に 当 接 し て そ れ 以 上 の 回 転 が
規 制 さ れ 、 第 １ ア ー ム ５ Ａ が 回 転 し て 最 大 逆 回 転 位 置 に 移 動 し た と き 、 リ ン ク ９ Ａ を 構 成
す る 節 １ ０ ｄ が ス ト ッ パ １ １ Ａ に 当 接 し 、 第 １ ア ー ム ５ Ａ の そ れ 以 上 の 逆 回 転 が 規 制 さ れ
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 前 記 支 持 体 ３ Ａ が 回 転 体 ２ の 上 側 垂 直 線 に 位 置 す る と き 、 前 記 第 １ ア ー ム ５ Ａ
の 先 端 に 固 定 さ れ た 第 １ 錘 ４ Ａ 及 び 第 ２ ア ー ム ７ Ｂ の 先 端 に 固 定 さ れ た 第 ２ 錘 ６ Ｂ の 重 量
と て こ 作 用 に よ り 、 リ ン ク ９ Ａ を 介 し て 、 第 １ ア ー ム ５ Ａ 及 び 第 ２ ア ー ム ７ Ｂ が 最 大 正 回
転 位 置 に 回 転 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 前 記 の よ う に 、 第 １ ア ー ム ５ Ａ が 最 大
正 回 転 位 置 に 移 動 し た と き 、 遠 心 方 向 に 移 動 し た 前 記 第 １ 錘 ４ Ａ が 支 持 体 ３ Ａ の 回 転 方 向
側 に 位 置 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 本 例 で は 、 前 記 リ ン ク ９ Ａ を 構 成 す る 節 １ ０ ｄ の 節 １ ０ ｃ と 軸 着 し た 端 部 が 延 長 さ
れ て お り 、 そ の 先 端 に 第 ３ 錘 １ ３ Ａ が 固 定 さ れ て い る 。 前 記 節 １ ０ ｄ は 前 記 第 １ ア ー ム ５
Ａ の 回 転 に 同 期 し て 、 支 持 枝 部 ６ ｃ と の 軸 着 部 を 支 点 と し て 第 １ ア ー ム ５ Ａ と 同 方 向 に 回
転 し 、 節 １ ０ ｄ の 正 回 転 時 に 節 １ ０ ｄ と と も に 回 転 体 ２ の 遠 心 方 向 に 移 動 し 、 逆 回 転 時 に
節 １ ０ ｄ と と も に 回 転 体 ２ の 求 心 方 向 に 移 動 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 全 く 同 様 に し て 、 前 記 支 持 体 ３ Ｂ に 軸 着 さ れ た 第 １ ア ー ム ５ Ｂ と 支 持 体 ３ Ｃ に 軸 着 さ れ
た 第 ２ ア ー ム ７ Ｃ と が 、 ま た 、 支 持 体 ３ Ｃ に 軸 着 さ れ た 第 １ ア ー ム ５ Ｃ と 支 持 体 ３ Ａ に 軸
着 さ れ た 第 ２ ア ー ム ７ Ａ と が 、 リ ン ク ９ Ｂ 、 ９ Ｃ を 介 し て 接 続 さ れ て い る （ 図 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 例 の 回 転 駆 動 装 置 は 、 回 転 軸 １ に 、 前 記 の よ う に 構 成 さ れ た 回 転 体 ２ が ２ 個 固 定 さ れ
て お り 、 こ の 回 転 軸 １ に 固 定 さ れ た ２ 個 の 回 転 体 ２ に 備 え ら れ た そ れ ぞ れ の 支 持 体 ３ Ａ ，
３ Ｂ ， ３ Ｃ は 、 全 体 と し て 周 方 向 に 等 間 隔 と な っ て い る （ 図 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 の 様 に 構 成 さ れ た 回 転 体 ２ の 回 転 と 、 回 転 体 の 回 転 を 誘 導 す る 錘 の 求 遠 心 方 向 へ の
移 動 の 変 化 を 、 支 持 体 ３ Ａ に 軸 着 さ れ た 第 １ ア ー ム ５ Ａ の 後 端 と 、 該 支 持 体 ３ Ａ の 回 転 方
向 側 に 隣 接 す る 支 持 体 ３ Ｂ に 軸 着 さ れ た 第 ２ ア ー ム ７ Ｂ の 後 端 を 接 続 し て い る リ ン ク ９ Ａ
を 代 表 と し て 取 り 上 げ 、 図 ２ 乃 至 図 ７ に よ り 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 先 ず 、 支 持 体 ３ Ａ が 回 転 体 ２ の 上 側 垂 直 線 に 位 置 す る と き 、 第 ２ 錘 ６ Ｂ と 第 ３ 錘 １ ３ Ａ
は い ず れ も 支 持 体 ３ Ａ の 回 転 方 向 側 に 位 置 し 、 そ し て 、 第 ２ 錘 ６ Ｂ と 第 ３ 錘 １ ３ Ａ の 重 量
を 受 け て 第 ２ ア ー ム ７ Ｂ 及 び 前 記 リ ン ク ９ Ａ を 構 成 す る 節 １ ０ ｄ が 正 方 向 に 回 転 し 、 第 ２
錘 ６ Ｂ と 第 ３ 錘 １ ３ Ａ も 遠 心 方 向 に 移 動 す る 。 前 記 第 ２ ア ー ム ７ Ｂ 及 び 前 記 リ ン ク ９ Ａ の
回 転 を 受 け て 、 リ ン ク ９ Ａ を 介 し て 第 １ ア ー ム ５ Ａ も 正 方 向 に 回 転 し て 最 大 正 回 転 位 置 で
ス ト ッ パ １ ２ Ａ に 当 接 し 、 こ の 位 置 に 保 持 さ れ る 。 こ の と き 、 遠 心 方 向 に 移 動 し た 前 記 第
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１ 錘 ４ Ａ が 支 持 体 ３ Ａ の 回 転 方 向 側 に 位 置 す る こ と に な る 。 即 ち こ の 状 態 で は 、 前 記 第 １
錘 ４ Ａ 、 第 ２ 錘 ６ Ｂ 及 び 第 ３ 錘 １ ３ Ａ は い ず れ も 支 持 体 ３ Ａ の 回 転 方 向 側 に 位 置 し 、 且 つ
最 大 遠 心 方 向 位 置 に 移 動 し た 状 態 に あ る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 状 態 か ら 回 転 体 ２ を 回 転 さ せ る と 、 回 転 体 ２ の 回 転 が １ ２ ０ 度 ま で は 前 記 第 １ 錘 ４
Ａ 、 第 ２ 錘 ６ Ｂ 及 び 第 ３ 錘 １ ３ Ａ の 位 置 に 変 化 は 無 い が （ 図 ３ 参 照 ） 、 こ の 過 程 で 先 ず 第
２ 錘 ６ Ｂ が 垂 直 線 を 境 界 に 支 持 体 ３ Ａ の 反 回 転 方 向 側 に 移 動 す る （ 図 ４ 参 照 ） 。 回 転 体 ２
の 回 転 が １ ２ ０ 度 を 超 え る と 、 第 ３ 錘 １ ３ Ａ も 垂 直 線 を 境 界 に 支 持 体 ３ Ａ の 反 回 転 方 向 側
に 移 動 す る 。 こ の 支 持 体 ３ Ａ の 反 回 転 方 向 側 に 位 置 す る 第 ２ 錘 ６ Ｂ 及 び 第 ３ 錘 １ ３ Ａ の 重
量 に よ り 第 ２ ア ー ム ７ Ｂ 及 び 節 １ ０ ｄ が 逆 回 転 方 向 に 付 勢 さ れ 、 第 ２ ア ー ム ７ Ｂ 及 び 節 １
０ ｄ と と も に リ ン ク ９ Ａ を 介 し て 、 第 １ ア ー ム ５ Ａ も 逆 方 向 に 回 転 を 始 め 、 第 ２ ア ー ム ７
Ｂ 、 節 １ ０ ｄ 、 第 １ ア ー ム ５ Ａ の 逆 方 向 の 回 転 に 伴 い 第 １ 錘 ４ Ａ 、 第 ２ 錘 ６ Ｂ 及 び 第 ３ 錘
１ ３ Ａ は 求 心 方 向 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 支 持 体 ３ Ａ が 回 転 体 ２ の 下 側 垂 直 線 に 位 置 し た と き 、 前 記 逆 方 向 に 回 転 す る 節
１ ０ ｄ が ス ト ッ パ １ ２ Ａ に 当 接 し 、 こ の 位 置 が 最 大 逆 回 転 位 置 と な り 、 こ の 位 置 に 保 持 さ
れ る 。 そ し て 、 こ の と き の 第 １ 錘 ４ Ａ 、 第 ２ 錘 ６ Ｂ 及 び 第 ３ 錘 １ ３ Ａ は 最 も 求 心 方 向 に 移
動 し た 位 置 と な る （ 図 ５ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 状 態 か ら 更 に 回 転 体 ２ を 回 転 さ せ る と 、 回 転 体 ２ の 回 転 が ３ ０ ０ 度 ま で は 前 記 第 １
錘 ４ Ａ 、 第 ２ 錘 ６ Ｂ 及 び 第 ３ 錘 １ ３ Ａ の 位 置 に 変 化 は 無 い が （ 図 ６ 参 照 ） 、 こ の 過 程 で 先
ず 第 ２ 錘 ６ Ｂ が 垂 直 線 を 境 界 に 支 持 体 ３ Ａ の 回 転 方 向 側 に 移 動 す る （ 図 ７ 参 照 ） 。 回 転 体
２ の 回 転 が ３ ０ ０ 度 を 超 え る と 、 第 ３ 錘 １ ３ Ａ も 垂 直 線 を 境 界 に 支 持 体 ３ Ａ の 回 転 方 向 側
に 移 動 す る 。 こ の 支 持 体 ３ Ａ の 回 転 方 向 側 に 位 置 す る 第 ２ 錘 ６ Ｂ 及 び 第 ３ 錘 １ ３ Ａ の 重 量
に よ り 第 ２ ア ー ム ７ Ｂ 及 び 節 １ ０ ｄ が 正 回 転 方 向 に 付 勢 さ れ 、 第 ２ ア ー ム ７ Ｂ 及 び 節 １ ０
ｄ と と も に リ ン ク ９ Ａ を 介 し て 、 第 １ ア ー ム ５ Ａ も 正 方 向 に 回 転 を 始 め 、 第 ２ ア ー ム ７ Ｂ
、 節 １ ０ ｄ 、 第 １ ア ー ム ５ Ａ の 正 方 向 に 回 転 に 伴 い 第 １ 錘 ４ Ａ 、 第 ２ 錘 ６ Ｂ 及 び 第 ３ 錘 １
３ Ａ は 遠 心 方 向 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ し て 、 支 持 体 ３ Ａ が 回 転 体 ２ の 上 側 垂 直 線 に 位 置 し た と き 、 前 記 正 方 向 に 回 転 す る 第
１ ア ー ム ５ Ａ が 正 方 向 に 回 転 し て 最 大 正 回 転 位 置 で ス ト ッ パ １ ２ Ａ に 当 接 し 、 こ の 位 置 に
保 持 さ れ 、 前 記 図 ２ の 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 例 の 回 転 体 ２ は 前 記 の よ う に 、 支 持 体 ３ Ａ に 軸 着 さ れ た 第 １ ア ー ム ５ Ａ の 後 端 と 、 該
支 持 体 ３ Ａ の 回 転 方 向 側 に 隣 接 す る 支 持 体 ３ Ｂ に 軸 着 さ れ た 第 ２ ア ー ム ７ Ｂ の 後 端 が リ ン
ク ９ Ａ で 接 続 さ れ た 構 成 と な っ て お り 、 そ し て 、 全 く 同 様 に し て 、 支 持 体 ３ Ｂ に 軸 着 さ れ
た 第 １ ア ー ム ５ Ｂ の 後 端 と 、 該 支 持 体 ３ Ｂ の 回 転 方 向 側 に 隣 接 す る 支 持 体 ３ Ｃ に 軸 着 さ れ
た 第 ２ ア ー ム ７ Ｃ の 後 端 が リ ン ク ９ Ｂ で 接 続 さ れ 、 ま た 、 支 持 体 ３ Ｃ に 軸 着 さ れ た 第 １ ア
ー ム ５ Ｃ の 後 端 と 、 該 支 持 体 ３ Ｃ の 回 転 方 向 側 に 隣 接 す る 支 持 体 ３ Ａ に 軸 着 さ れ た 第 ２ ア
ー ム ７ Ａ の 後 端 が リ ン ク ９ Ｃ で 接 続 さ れ た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 従 っ て 、 各 支 持 体 ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ に お け る 第 １ ア ー ム ５ Ａ ， ５ Ｂ ， ５ Ｃ 、 第 ２ ア ー ム
７ Ａ ， ７ Ｂ ， ７ Ｃ 、 リ ン ク ９ Ａ ， ９ Ｂ ， ９ Ｃ 及 び 第 １ 錘 ４ Ａ 、 第 ２ 錘 ６ Ｂ 及 び 第 ３ 錘 １ ３
Ａ は 全 て 前 記 図 ２ 乃 至 図 ７ に 示 す 移 動 を 行 う か ら 、 回 転 体 ２ の 前 記 第 １ 錘 ４ Ａ 、 第 ２ 錘 ６
Ｂ 及 び 第 ３ 錘 １ ３ Ａ は 、 常 に 、 回 転 体 ２ の 垂 直 線 の 反 回 転 方 向 側 よ り も 回 転 方 向 側 に 多 く
存 在 し 、 且 つ 回 転 体 ２ の 垂 直 線 の 反 回 転 方 向 側 よ り も 回 転 方 向 側 の 方 が 遠 心 方 向 側 に 多 く
移 動 し て い る の で 、 全 体 の 第 １ 錘 ４ Ａ 、 第 ２ 錘 ６ Ｂ 及 び 第 ３ 錘 １ ３ Ａ の 重 量 が 、 常 に 、 垂
直 線 か ら 回 転 体 ２ の 回 転 方 向 片 側 ＞ 回 転 体 の 反 回 転 方 向 片 側 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 結 果 、 回 転 体 ２ の 垂 直 線 を 境 界 と し て 回 転 体 ２ の 回 転 方 向 片 側 で は 、 常 に 下 方 向 に
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回 転 モ ー メ ン ト が 発 生 し て 回 転 体 ２ に 回 転 が 与 え ら れ る こ と か ら 、 回 転 体 ２ は 自 動 的 に 回
転 を 始 め 、 或 い は 軽 い 力 で 回 転 方 向 に 付 勢 す る こ と に よ り 回 転 体 ２ は 容 易 に 回 転 を 始 め 、
そ し て 動 力 を 必 要 と す る こ と な く 長 時 間 に 渡 っ て 回 転 を 続 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ し て 、 本 例 の 回 転 駆 動 装 置 で は 、 回 転 軸 １ に 、 前 記 の よ う に 構 成 さ れ た 回 転 体 ２ が ２
個 固 定 さ れ て お り 、 こ の 回 転 軸 １ に 固 定 さ れ た ２ 個 の 回 転 体 ２ に 備 え ら れ た そ れ ぞ れ の 支
持 体 ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ は 、 全 体 と し て 周 方 向 に 等 間 隔 と な っ て い る の で 、 第 １ 錘 ４ Ａ 、 第
２ 錘 ６ Ｂ 及 び 第 ３ 錘 １ ３ Ａ の 垂 直 線 の 反 回 転 方 向 片 側 か ら 回 転 方 向 片 側 へ の 移 動 が 一 層 円
滑 に 行 わ れ る も の と な り 、 こ れ に よ り 回 転 体 ２ の 回 転 を よ り 一 層 容 易 に 且 つ 確 実 に す る と
共 に 、 よ り 一 層 長 時 間 に 渡 っ て 回 転 を 続 け る こ と が で き る も の と な り 、 更 に 、 回 転 軸 の 回
転 に 、 よ り 大 き な ト ル ク を 得 る こ と が で き る も の と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 た だ 、 前 記 回 転 体 ２ は 永 久 に 回 転 す る も の で は な く 、 摩 擦 抵 抗 、 摩 耗 等 に よ り 回 転 が 遅
く な り ま た 停 止 す る こ と も あ り 、 必 要 に 応 じ て 潤 滑 油 を 供 給 し 、 ま た 回 転 力 を 付 勢 す る と
い っ た こ と も 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 本 例 で は 回 転 体 ２ に は ３ 個 の 支 持 体 ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ が 備 え ら れ て い る が 、 ３ 個
以 上 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 回 転 軸 １ に 回 転 体 ２ が ２ 個 固 定 さ れ て
い る が 、 ２ 個 以 上 で あ っ て も 良 い こ と は 勿 論 で あ る 。 回 転 体 ２ が 多 け れ ば 、 第 １ 錘 ４ Ａ 、
第 ２ 錘 ６ Ｂ 及 び 第 ３ 錘 １ ３ Ａ の 垂 直 線 の 反 回 転 方 向 片 側 か ら 回 転 方 向 片 側 へ の 移 動 が 一 層
円 滑 に 行 わ れ る も の と な り 、 こ れ に よ り 回 転 体 ２ の 回 転 を よ り 一 層 容 易 に 且 つ 確 実 に す る
と 共 に 、 よ り 一 層 長 時 間 に 渡 っ て 回 転 を 続 け る こ と が で き る も の と な り 、 更 に 、 回 転 軸 の
回 転 に 、 よ り 大 き な ト ル ク を 得 る こ と が で き る も の と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 回 転 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 エ ネ ル ギ ー を 殆 ど 必 要 と す る こ
と な く 、 長 時 間 に 渡 っ て 回 転 力 を 得 る こ と が で き る の で 、 例 え ば 、 発 電 機 、 そ の 他 の 機 械
装 置 の 回 転 駆 動 源 と し て 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 回 転 駆 動 装 置 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 の 一 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 例 の 回 転 駆 動 装 置 で 用 い て い る 回 転 体 の 回 転 と 、 回 転 体 の 回 転 を 誘 導 す る 錘 の
求 遠 心 方 向 へ の 移 動 の 変 化 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 例 の 回 転 駆 動 装 置 で 用 い て い る 回 転 体 の 回 転 と 、 回 転 体 の 回 転 を 誘 導 す る 錘 の
求 遠 心 方 向 へ の 移 動 の 変 化 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 例 の 回 転 駆 動 装 置 で 用 い て い る 回 転 体 の 回 転 と 、 回 転 体 の 回 転 を 誘 導 す る 錘 の
求 遠 心 方 向 へ の 移 動 の 変 化 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 例 の 回 転 駆 動 装 置 で 用 い て い る 回 転 体 の 回 転 と 、 回 転 体 の 回 転 を 誘 導 す る 錘 の
求 遠 心 方 向 へ の 移 動 の 変 化 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 例 の 回 転 駆 動 装 置 で 用 い て い る 回 転 体 の 回 転 と 、 回 転 体 の 回 転 を 誘 導 す る 錘 の
求 遠 心 方 向 へ の 移 動 の 変 化 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 例 の 回 転 駆 動 装 置 で 用 い て い る 回 転 体 の 回 転 と 、 回 転 体 の 回 転 を 誘 導 す る 錘 の
求 遠 心 方 向 へ の 移 動 の 変 化 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 １ 　 回 転 軸
　 ２ 　 回 転 体
　 ３ Ａ ， ３ Ｂ ， ３ Ｃ 　 支 持 体
　 ４ Ａ ， ４ Ｂ ， ４ Ｃ 　 第 １ 錘
　 ５ Ａ ， ５ Ｂ ， ５ Ｃ 　 第 １ ア ー ム
　 ６ Ａ ， ６ Ｂ ， ６ Ｃ 　 第 ２ 錘
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　 ６ ａ ， ６ ｂ ， ６ ｃ ， ６ ｄ ， ６ ｅ 　 支 持 枝 部
　 ７ Ａ ， ７ Ｂ ， ７ Ｃ 　 第 ２ ア ー ム
　 ８ 　 軸
　 ９ Ａ ， ９ Ｂ ， ９ Ｃ 　 リ ン ク
　 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ ， １ ０ ｄ ， １ ０ ｅ ， １ ０ ｆ ， １ ０ ｇ ， １ ０ ｈ 　 節
　 １ １ Ａ ， １ １ Ｂ ， １ １ Ｃ 　 ス ト ッ パ
　 １ ２ Ａ ， １ ２ Ｂ ， １ ２ Ｃ 　 ス ト ッ パ
　 １ ３ Ａ ， １ ３ Ｂ ， １ ３ Ｃ 　 第 ３ 錘

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(9) JP 2006-125270 A 2006.5.18



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(10) JP 2006-125270 A 2006.5.18



【 図 ７ 】

(11) JP 2006-125270 A 2006.5.18


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

